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研究成果の概要（和文）：個体レベルの実験動物の評価には、再現性や客観性の点で大きな課題があり、それを
克服すべく、多くの動物を使う必要もある。実験動物からより多くの情報を、より簡単に、客観性と再現性をも
って評価できるようにすることを目的に、本提案では、画像解析技術や人工知能（AI）を応用することで、無麻
酔、無拘束、非侵襲の状態で、マウスの生体情報や情動を評価できる、新しい実験動物評価系の確立を試みた。
具体的にはマウスやラットの自発運動やひっかきなどの一般行動、個体識別を行える技術の開発と、その病態モ
デル評価への応用を行った。

研究成果の概要（英文）：In vivo evaluation of laboratory animals has major problems in terms of 
reproducibility and objectivity, and it is necessary to use many animals to overcome them. In this 
project, we applied image analysis technology and artificial intelligence (AI) to make it easier to 
evaluate more information from experimental animals with objectivity and reproducibility. We 
attempted to establish a new laboratory animal evaluation system that can evaluate the biological 
information and emotions of mice in an unrestrained and non-invasive state, without anesthesia. 
Specifically, we developed a technology that enables general behavior such as spontaneous movement 
and scratching of mice and rats, and individual identification. And then we applied it to the 
evaluation of the disease models of mouse and rat.

研究分野： 獣医学、畜産学およびその関連分野

キーワード： 実験動物　画像解析　人工知能　行動評価
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
病気の診断や治療法の開発には、実験動物の評価が欠かせない。現在は動物の行動を目視で観察して評価するこ
とが多い。しかし、これでは再現性や客観性に欠け、実験する人間の違いによる差も多いため、繰り返し動物を
使って実験する必要がある。本研究では、実験動物からより多くの情報を、より簡単に、客観性と再現性をもっ
て評価できるようにすることを目的に、画像解析技術や人工知能（AI）を応用することで、無麻酔、無拘束、非
侵襲の状態で、マウスの生体情報や情動を評価できる、新しい実験動物評価系の確立を試みた。また、それを　
実際の病態モデルの評価に応用した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
（１）現在、生物研究や創薬研究の場では、実験動物の体温や血圧、呼吸、心拍、といった生体

情報（バイタル）を、多くは麻酔をかけた状態で収集する。手術により専用の物理センサーを動

物の体内に埋め込むことで数値を取得し、解析を行う評価も多い。 

 

（２）しかし、これらの評価には以下に挙げる多くの課題がある。ⅰ）技術面：麻酔は神経や循

環器の機能に大きく影響し、手術による痛みも強烈である。施術や評価には個人差があるため、

再現性に乏しい場合もある。また、観察には長時間を要することもあり、評価者の負担になる。

ⅱ）評価項目：疼痛やストレス、生活リズムなど、疾患管理の上で非常に重要な項目を、実験動

物を用いて客観的に評価するのは難しい。ⅲ）倫理面：各々の評価を単独で行う場合も多く、非

常に多くの実験動物の犠牲を要する。実験動物を長時間拘束することにも問題がある。 

 

（３）コンピュータの処理能力の向上に伴い、画像の取得や解析技術は目覚ましく発展しつつあ

る。また、様々な分野において人工知能（AI）の開発と応用が急速に進んでいる。これらの技術

は、「客観的な観察と学習、解析」が必要な生物研究にも大いに役に立つ。 

 

２．研究の目的 

以上の課題を解決するには、動物にとってより自然な環境下で、彼らの生体情報や情動を、客観

的かつ総合的に評価できる技術の確立が必須である。そこで本提案は、実験動物からより重要な

情報をより多く、より簡単に取得できる技術の開発を目的とした。 

 

３．研究の方法 

（１）実験動物の画像を取得して、既存技術により動物の行動や表情を解析した。これにより画

像データの客観的な意義付けを行った。得られた結果を、AI へインプットする学習データとし

て使用した。 

 

（２）上記項目で得られた“数値データ”と“解釈”を AI へ学習させて、AIを用いた病態評価

系（推論）を構築し、実際の病態評価への応用（実装）に挑戦した。 

 

４．研究成果 

画像解析技術や人工知能を応用し、無麻酔、無拘束、非侵襲の状態で生体情報や情動を評価でき

る、新しい実験動物評価系を確立した。 

（１）AI へ入力する学習データの選択と取得 

①行動の評価と学習データの作製： 

まず、マウスの正常行動をビデオ撮影した。画像上のマウスの体の各所にランドマークとなる印

をつけ、これらを元に、画像上の「仮想ボディー」を作り、これらの変形の程度によって行動を

数値化して意義付けを行った。また、鼻や四肢、背部と腹部、尾部と尾最終端にアノテーション

し、多くの教師データを作製した。 

・一般行動量：カメラから得られる画像から駆体の移動距離と速度を評価できるソフトを開発し

た。これから得られるデータを教師データとして用いた。 



・摂食と飲水：ケージに飼料と給水瓶をセットし、マウスの口の到達回数と維持時間により、摂

食と飲水のパターンと頻度、飲水量を推測できるようにソフトを開発した。 

・毛づくろい（グルーミング）：撮影した動画において、マウスの前・後肢の頭部と駆体への接

触と、繰り返しのパターンから、グルーミングのタイミングや回数、時間を評価した。また同様

に、引っ掻き行動についても、撮影と評価を行った。 

 

②表情の評価と学習データの作製 

上記の行動評価で確立したアノテーションポイント解析の手法を、表情の解析にも応用した。マ

ウスの表情は、Langford らが報告した Mouse Grimace Scale（Nat Med 2010）を改変して評価に

用いた。 

・動画を撮影し、目や鼻、口、といった顔の特徴点をアノテーションし、データセットを作製し

た。 

・酢酸の腹腔投与による疼痛モデルを作製し、マウスの痛みの表現を、上記と同様に、アノテー

ションした。 

 

③病態の評価と学習データの作製 

疼痛や肺炎、アレルギーモデルを作製して、データの収集方法の改善と、総合的な病態評価法の

確立を行った。 

・内臓疼痛：ラットやマウスの内臓疼痛時の表現系として、行動量の低下、表情の変化、体温の

上昇、後肢を引き延ばす wresting やうずくまりがある。これらの特徴をデータとして抽出した。 

・鼻炎：アレルギー性鼻炎の表現型として、くしゃみ、ひっかきがあり。頭部、駆体と四肢の距

離の変化量と速度により、これらを区別できるようにした。 

・急性肺炎：肺炎時には、呼吸は促迫して浅くなり、体温は上がり、行動量は減る。また苦痛に

より表情が変化した。上記項目で確立した方法により、これらの呼吸や表情の変化が評価できる

ように、データ収集・解析法を改善した。 

 

（２）学習データの入力による AI学習と、それを用いた病態解析の実装 

①体と顔の特徴点の識別：上記で得られた教師データと解釈を AI に学習させた。テストデータ

の検証とチューニングを繰り返しながら、画像中のマウスとラットの体や顔の特徴点を識別で

きる AIを開発した。約 95％以上の精度で、体と顔の特徴点を抽出することに成功した。 

 

②行動の識別：上記①は静止画像中の特徴点を識別するものである。本項目では、上記項目で取

得してきた、連続した画像つまり動画上にみられる特徴点の変化量を教師データとして AI を学

習させ、引っ掻きとグルーミング、痛みを推定できる AI を構築した。テストデータの検証とチ

ューニングを繰り返しながら、推定の精度を上げた。 

 

③上記で確立した特徴点、もしくは一般行動を識別できる AI を用いて、アレルギーや肺炎、疼

痛モデルの評価を行った。その結果、各病態モデルにおける、引っ掻きやグルーミング、疼痛、

呼吸変化などを自動で検出することに成功した。 
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2017年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1254/fpj.149.204

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
The role of mast cell in inflammation

Nihon Yakurigaku Zasshi. 204～207

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Yamazaki Arisa、Nakamura Tatsuro、Omori Keisuke、Murata Takahisa 149

 １．著者名

10.1111/asj.12873

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Pathological findings of Japanese Black Cattle living in the restricted area of the Fukushima
Daiichi Nuclear Power Plant accident, 2013-2016

Animal Science Journal 2084～2089

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Sasaki Jun、Hiratani Kayoko、Sato Itaru、Satoh Hiroshi、Deguchi Yoshitaka、Chida Hiroyuki、
Natsuhori Masahiro、Murata Takahisa、Ochiai Kenji、Otani Kumiko、Okada Keiji、Ito Nobuhiko

88
 １．著者名

10.1002/path.4993

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Lipocalin-type prostaglandin D synthase-derived PGD2 attenuates malignant properties of tumor
endothelial cells

The Journal of Pathology 84～96

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Omori Keisuke、Morikawa Teppei、Kunita Akiko、Nakamura Tatsuro、Aritake Kosuke、Urade
Yoshihiro、Fukayama Masashi、Murata Takahisa

244
 １．著者名

10.1038/s41598-017-17798-w

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Prostaglandin D2 metabolite in urine is an index of food allergy

Scientific Reports 17687

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Maeda Shingo、Nakamura Tatsuro、Harada Hiroaki、Tachibana Yuri、Aritake Kosuke、Shimosawa
Tatsuo、Yatomi Yutaka、Murata Takahisa

7
 １．著者名



2017年

〔学会発表〕　計67件（うち招待講演　15件／うち国際学会　10件）

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第1回日本比較薬理毒性学会春季研究会

2019 AAAAI Annual Meeting

日本医学会連合risign starリトリート（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

中村達朗、平井里奈、橘侑里、村田　幸久

Takahisa Murata, Tatsuro Nakamura, Rina Hirai, Sakura Masuko

村田幸久

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

PGD2シグナルの欠損と強化で変わる食物アレルギー病態フェノタイプ

Pharmacological stimulation of DP receptor is beneficial for food allergy in mice

生体における脂質の役割解明とその応用

10.1016/j.jaci.2017.02.030

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Mast cell derived prostaglandin D 2 attenuates anaphylactic reactions in mice

Journal of Allergy and Clinical Immunology 630～632.e9

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 １．著者名  ４．巻
Nakamura Tatsuro、Fujiwara Yuki、Yamada Ryota、Fujii Wataru、Hamabata Taiki、Lee Monica
Yunkyung、Maeda Shingo、Aritake Kosuke、Roers Axel、Sessa William C.、Nakamura Masataka、Urade
Yoshihiro、Murata Takahisa

140



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

The 68th Annual Meeting of Japanese Society of Allergology

第66回日本実験動物学会総会

第66回日本実験動物学会総会

The 68th Annual Meeting of Japanese Society of Allergology

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

小林幸司、清水直行、松下誠司、村田幸久

山崎愛理沙1, 中村達朗1,　宮部貴子2, 平田暁大3,　井上理香子1, 小林幸司1, 宮崎悠介1, 石上暁代2, 兼子明久2, 小泉誠4, 太田裕貴5,
岡野ジェイムス洋尚5, 村田幸久1

Misato Kida, Tatsuro Nakamura, Yuki Fujiwara, Takahisa Murata.

Yuri Tachibana, Tatsuro Nakamura, Takahisa Murata

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

マーモセット消耗症候群における尿中脂質代謝産物の産生プロファイル

The role of PGD2/CRTH2 signaling in host defense against bee venom

8-iso PGE2 causes nasal congestion in allergic rhinitis of mice

 １．発表者名

動画を用いたマウス自発運動の自動測定方法の確立



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

The 68th Annual Meeting of Japanese Society of Allergology

脂質生化学会（招待講演）

脂質生化学会

第140回日本薬理学会関東部会

Tatsuro Nakamura, Yuri Tachibana, Takahisa Murata

村田幸久

濱端大貴、中村達朗、芦名功平、橘侑里、堀上大貴、小林幸司、○村田幸久

今井　大貴、大森　啓介、壺坂　義記、永田　奈々恵、小林　幸司、中村　達郎、村田　幸久

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

L-PGDS由来のPGD2がエストロゲン 枯渇による骨破壊に与える影響

Lipid profiling in nasal lavage fluid of a murine model of allergic rhinitis

リピドーム解析の病態解明や診断への応用

5,6-DiHETEは血管の透過性を抑制する

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

The Omics Rebolution: Beyond Genomics

第140回日本薬理学会関東部会

小林唯、宮崎悠介、大森啓介、小林幸司、村田幸久

木田美聖、中村達朗、藤原祐樹、村田幸久.

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ３．学会等名
第140回日本薬理学会関東部会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

村田幸久

Atsuhiko Toyama, Tatsuro Nakamura, Takahisa Murata.

 ３．学会等名

がん内血管内皮細胞の抗がん剤感受性においてL-PGDSが果たす役割の解明

ハチ毒に対する生体防御反応においてプロスタグランジンD2受容体CRTH2シグナルが果たす役割

脂質が循環に与える影響

Mediator Lipidomics: Towards Comprehensive Metabolic Profiling of Eicosanoids and Related Fatty Acids

 ３．学会等名

日本血管生物医学会　血管研究会（招待講演）



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第162回日本獣医学会学術集会

第162回日本獣医学会学術集会

第162回日本獣医学会学術集会

第162回日本獣医学会学術集会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

小林唯、宮崎悠介、大森啓介、小林幸司、村田幸久

木田美聖、中村達朗、藤原祐樹、村田幸久.

橘 侑里、中村 達朗、荒井 美乃、曽根 正好、村田 幸久

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

L-PGDSはがん血管内皮細胞の薬剤感受性を低下させる

ハチ毒に対する生体防御反応においてプロスタグランジンD2受容体CRTH2シグナルが果たす役割

アレルギー性鼻炎モデルマウスの鼻汁における 脂質メディエーターの産生量の変化

L-PGDSがエストロゲン枯渇による骨破壊に与える影響

 １．発表者名
今井大貴、大森啓介、壷阪義記、永田奈々恵、小林　幸司、藤井渉、 中村達郎、村田幸久



2019年

2019年

2019年

2019年

山崎愛理沙、中村達朗 、宮部貴子、平田暁大 、井上理香子、 小林幸司 、宮﨑悠介、石上暁代、兼子明久、小泉誠、 太田裕貴、岡野
ジェイムス洋尚、村田幸久

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Pediatric Allergy and Asthma Meeting (PAAM) 2019

DHAEPA協議会 第21回公開講演会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

村田 幸久

 ２．発表標題

第162回日本獣医学会学術集会

堀上大貴、遠矢直樹、小林幸司、大森啓介、永田奈々恵、村田幸久

Yusuke Inuzuka, Kiwako Yamamoto-Hanada, Motoko iwama, Kenji Toyokuni, Koji Nishimura, Makoto Irahara, Fumi Ishikawa, Makiko
Miyata, Miori Sato, Yumiko Miyaji, Mayako Saito, Tatsuki Fukuie, Masami Narita, Ichiro Nomura, Tatsuro Nakamura, Tatsuo
Shimosawa,  Takahisa Murata, Yukihiro Ohya

第162回日本獣医学会学術集会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

お腹の調子を整える新規ω3脂肪酸の発見

マーモセットウェイスティングシンドロームにおける尿中脂質代謝産物の 産生プロファイル

急性肺障害におけるリポカリン型プロスタグランジンD合成酵素の役割解明

DBPCFC with N of 1 RCT and PGDM improve diagnostic accuracy of food allergies in a 9-year-old boy

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Animal Health Innovation Asia（招待講演）（国際学会）

The 1st ToBEST symposium（招待講演）（国際学会）

Takahisa Murata

Takahisa Murata

村田幸久

村田幸久、濱端大貴、中村達朗、芦名功平、橘侑里、堀上大貴、小林幸司

新日本科学発表（招待講演）

第29回日本循環薬理学会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Application of lipid mediator  for Animal Health

The role of prostaglandin D2 in food allergy

無拘束・非侵襲環境下での 動物評価技術の開発

5,6-DiHETEは血管透過性を抑制する新規生理活性脂質である

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

World Allergy Congress 2019（国際学会）

第27回日本血管生物医学会学術集会

Food Allergy Gordon Research Conference（招待講演）（国際学会）

第2回比較薬理学・毒性学会春季研究会（招待講演）

Murata T, Fujiwara Y, Kida M, Maehara T, Nakamura T

Takahisa Murata

永田 奈々恵、濵﨑 雄大、稲垣 真一郎、中村 達朗、堀上 大貴、山本 貴和子、犬塚 祐介、下澤 達雄、橘 侑里、成田 雅美、大矢 幸
弘、村田 幸久

Yuri Tachibana, Tatsuro Nakamura. Takahisa Murata

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Mast cell-derived PGD2 limits absorption of bee venom locally in skin

PGDM as a Specific Maker of Food Allergy

アトピー性皮膚炎モデルマウス及び患者における尿中脂質プロファイルの解析

The profiling of lipid metabolites in the nasal lavage fluid of a murine model of allergic rhinitis

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第2回比較薬理学・毒性学会春季研究会（招待講演）

第93回日本薬理学会年会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

堰八英里香、大森啓介、小林幸司、永田奈々恵、中村達朗、倉田薫里、植村明嘉、村田幸久

 ２．発表標題

小林幸司、芦名功平、Derouiche Sandra、濱端大貴、中村達朗、永田奈々恵、富永真琴、村田幸久

大森啓介、前原都有子、藤原祐樹、宮崎悠介、藤井省太、堀上大貴, 山崎愛理沙、今井大貴、橘侑里、益子櫻、林亜佳音、濱崎雄太、木田
美聖、小林唯、宮田佳奈、山本晃子、竹ノ内晋也、原口大雅、芦名功平、小林幸司、中村達朗、永田奈々恵、村田幸久

中村達朗、藤原祐樹、木田美聖、村田幸久

第2回比較薬理学・毒性学会春季研究会（招待講演）

第2回比較薬理学・毒性学会春季研究会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

The role of Prostaglandin D2 synthase in retinal angiogenesis

5,6-DiHETEはTRPV4チャネルを阻害して腸炎の治癒を促進する

疾患における生理活性脂質の役割の解明と応用

プロスタグランジンD2を毒仮説から考える

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第93回日本薬理学会年会　公募シンポジウム（招待講演）

島津質量分析セミナー（招待講演）

小林幸司、松下誠司、清水直行、村田幸久

村田　幸久

Tatsuro Nakamura, Rina Hirai, Yuri Tachibana, and Takahisa Murata

S. Inagaki, M. Narita, T. Nakamura, T.Shimosawa, T. Murata, Y. Ohya.

AAAAI annual meeting/World Allergy Congress 2018（国際学会）

AAAAI annual meeting/World Allergy Congress 2018（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

動物の心を読む：薬理学における動物行動研究の新展開 画像解析による動物行動評価方法の開発

質量分析装置を用いた食物アレルギーマーカーの探索

Urinary Prostaglandin D2 metabolite predicts the change of oral food antigen-induced allergic symptom in mice

Can urinary tetranor-PGDM, a metabolite from prostaglandin D2, be used as a reliable marker for evaluating the effectiveness
of oral immunotherapies for children with food allergies?

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

6th Shimadzu International Collaborative Laboratory Forum（招待講演）（国際学会）

第138回日本薬理学会関東部会

第138回日本薬理学会関東部会

第138回日本薬理学会関東部会

藤原祐樹、中村達朗、前原都有子、村田幸久

藤井省太、前原都有子、中村達朗、村田幸久

橘侑里、中村達郎、堀上大貴、村田幸久

Taiki Hamabata, Tatsuro Nakamura, Sakura Masuko, Shingo Maeda, Takahisa Murata.

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

肥満細胞由来のPGD2は蜂毒の皮膚からの血中移行を抑制する

PGD2が血管内皮細胞への単球の接着に与える影響

アレルギー性鼻炎モデルマウスの鼻汁における 脂質メディエーターの産生量の変化

Discovery a novel bioactive lipid in murine model of colitis

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第60回日本脂質生化学会

東京大学生命科学シンポジウム

 ３．学会等名

 ３．学会等名

山崎愛理沙、中村達朗、林亜佳音、堀口和秀、村田幸久

 ２．発表標題

村田幸久、稲垣真一郎、前田真吾、中村達朗、成田雅美、原田広顕、下澤達雄、矢冨裕、大矢幸弘、

中村達朗　平井里奈　橘侑里　村田幸久

益子櫻　中村達朗　平井里奈　村田幸久

第121回日本小児科学会学術集会

第60回日本脂質生化学会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Characteristics of infiltrating mast cells in murine lung carcinoma

尿中PGD2代謝産物は食物アレルギーの新規バイオマーカーである

食物アレルギー減感作マウスモデルにおける尿中tetranor-PGDMの動態

PGD2受容体DPシグナル強化は食物アレルギーの進行を抑制する

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年
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